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監
督

染
谷

恒
治
（
柏

市
）

先
鋒

松
本

煕
心
（
東
海
大
浦
安
）

次
鋒

山
野

慎
治
（
市
川
市
）

五
将

本
間　
　

渉
（
千
葉
市
）

中
堅

白
鳥

湧
也
（
浦
安
市
）

三
将

岡
光
健
太
郎
（
船
橋
市
）

副
将

鈴
木

悠
平
（
安

房
）

大
将

鈴
木　
　

剛
（
千
葉
市
）

第
73
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大

会
が
4
月
29
日
、
和
歌
山
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
佐
賀
県
で
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
優

勝
か
ら
半
年
、
熱
が
冷
め
や
ま
ぬ
ま
ま
、
そ
の

勢
い
を
持
っ
て
本
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
と
は

言
う
も
の
の
、
今
年
度
最
初
の
全
国
大
会
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
選
手
達
に
は
「
常
に
挑
戦

者
の
気
持
ち
で
、
一
戦
一
戦
自
分
の
剣
道
に
徹

す
る
こ
と
」
だ
け
を
伝
え
ま
し
た
。

初
戦
の
相
手
は
佐
賀
県
、昨
年
の
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
準
決
勝
で
も
対
戦
し
て
お
り
、
も
ち
ろ

ん
リ
ベ
ン
ジ
の
気
持
ち
を
持
っ
て
向
か
っ
て
き

ま
す
。
試
合
は
先
鋒
か
ら
良
い
展
開
と
な
り
3

対
0
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
続
く
2
回
戦
も
高

知
県
に
4
対
0
で
勝
利
、
3
回
戦
へ
と
駒
を
進
め

ま
し
た
。
相
手
は
強
豪
広
島
県
を
破
っ
て
上
が
っ

て
き
た
石
川
県
、
序
盤
リ
ー
ド
す
る
も
終
盤
に
追

い
つ
か
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
本
数
勝
ち
を
収

め
ベ
ス
ト
8
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
更
に
選
手
達
に
は
「
も
っ
と
攻
め
て
い
こ
う
」

と
話
を
し
て
迎
え
た
神
奈
川
戦
、
こ
こ
が
ひ
と
つ

の
山
場
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
試
合
は
一
進
一
退

の
攻
防
は
1
対
1
の
代
表
戦
、
大
将
で
あ
る
鈴
木

選
手
が
1
本
を
取
り
、
さ
す
が
の
勝
負
勘
を
見
せ

ま
し
た
。
準
決
勝
戦
は
二
連
覇
を
目
指
す
東
京
都
、

鉾
々
た
る
メ
ン
バ
ー
の
中
、
全
員
が
「
攻
め
の
剣

道
」
で
試
合
の
流
れ
を
作
り
終
盤
に
逆
転
、
2
対

2
の
本
数
勝
ち
を
収
め
決
勝
戦
へ
。

決
勝
の
相
手
は
3
年
前
の
覇
者
、
茨
城
県
、「
最

後
だ
か
ら
思
い
切
り
行
こ
う
」
と
選
手
間
の
雰
囲

気
も
よ
く
、
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
結
果
、
接

戦
に
は
な
り
ま
し
が
2
対
2
の
本
数
勝
ち
で
栄
冠

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
さ
し
く

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
も
た
ら
し
た
初
優
勝
で

あ
り
ま
し
た
。終

わ
り
に
、今
大
会
を
通
じ
て
、「
攻

め
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
大

切
か
を
自
身
も
含
め
、
全
員
が
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
ま
す
。
ご
声
援
を
頂
い

た
多
く
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

の
選
手
強
化
事
業
へ
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

監
督

染
谷

恒
治

記

第
73
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大

会
が
4
月
29

優
勝
！！第73回全日本都道府県対抗剣道優勝大会

2025年４月29日（祝）　和歌山ビッグホエール

１ 東　京 大　阪 24

群　馬 25

２ 山　口 富　山 26

３ 沖　縄 三　重 27

４ 兵　庫 優
勝

福　岡 28

東

京

茨

城

５ 香　川 青　森 29

６ 熊　本
千

葉

北海道 30

７ 福　井 奈　良 31

８ 岐　阜 徳　島 32

９ 山　梨 長　崎 33

10 福　島 茨　城 34

千

葉

茨

城

11 滋　賀 岡　山 35

12 京　都 栃　木 36

13 宮　崎 和歌山 37

14 山　形 秋　田 38

15 神奈川 鹿児島 39

16 島　根
千

葉

鹿
児
島

長　野 40

17 静　岡 愛　媛 41

18 高　知 大　分 42

19 佐　賀 新　潟 43

20 千　葉 愛　知 44

21 岩　手 鳥　取 45

22 石　川 宮　城 46

23 広　島 埼　玉 47

試
合
の
様
子
は
全
剣
連
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

第
73
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会

令
和
7
年
�
月
�9
日
（
土
）・
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
優
勝
に
つ
づ
き
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会

長岩
い
わ

井い

啓よ
し
た
か能

こ
の
度
の
役
員

改
選
に
伴
い
忍
足

前
会
長
の
後
任
と

し
て
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力

を
尽
く
し
、
そ
の
重
責
を
果
た
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

千
剣
連
七
十
年
の
歴
史
と
実
績
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
将
来
へ
向
け
て
現
状
の
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
事
業
運
営
は
、
事
務
局
や
常
任
理

事
に
よ
る
担
当
制
機
能
の
確
立
に
よ
り
、
円

滑
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
年
度

よ
り
事
務
局
及
び
各
地
区
連
盟
等
の
登
録
業

務
等
の
効
率
化
を
図
る
た
め
新
た
な
方
策
を

構
築
し
試
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
更
に
事
業
方
針
や
活
動
内
容
を
見

直
し
剣
道
技
能
や
審
判
技
術
の
向
上
、
選
手

強
化
、
幼
少
年
育
成
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢

者
の
生
涯
剣
道
の
推
進
等
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
近
年
は
各
種
大
会
に
於
い
て
目
覚
ま

し
い
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
連
盟
の

更
な
る
躍
進
を
目
指
し
加
盟
団
体
や
各
地
区

連
盟
と
の
連
携
を
密
に
し
、
万
全
の
協
力
体

制
を
整
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
剣
道
・
居
合
道
・
杖
道
を
志
す
者

が
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
決
し
て
許
さ
な
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
千
剣
連
の
健
全
な
発

展
を
願
い
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

副
会
長井い

島じ
ま

　
　
章あ

き
ら

こ
の
度
、
千
葉

県
剣
道
連
盟
の
役

員
改
選
に
よ
り
、

副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
井
島
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
常
任
理
事
と
し
て
各
種
事
業

等
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
新

た
に
副
会
長
と
し
て
の
任
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
千
葉
県
剣
道

連
盟
は
令
和
6
年
9
月
に
実
施
さ
れ
た
「
第

78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
剣
道
競
技
会
」

に
お
い
て
、
成
年
男
子
が
14
年
ぶ
り
3
回
目

の
優
勝
。
令
和
7
年
4
月
に
実
施
さ
れ
た

「
第
73
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝

大
会
」
に
お
い
て
、
見
事
初
優
勝
。
そ
し
て
、

同
じ
く
6
月
に
実
施
さ
れ
た
「
第
47
回
全
日

本
高
齢
者
武
道
大
会
」
で
は
、「
剣
道
男
子

団
体
戦
の
部
・
優
勝
」「
剣
道
女
子
団
体
戦

の
部
・
準
優
勝
」
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
外
部
か
ら

の
評
価
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
会
員
皆
様
の

ご
精
進
の
賜
物
と
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

顧
問

臼
井
日
出
男

浜
田

穂
積

川
畑

富
保

●

吉
本　
　

充

相
談
役

加
藤　
　

紘

参
与

岸
本

千
尋

岩
立

三
郎

岡　
　
　

靜

●

名
誉
会
長

忍
足　
　

功

●

会
長

岩
井

啓
能

●

副
会
長

柿
原

直
人

軽
米

良
臣

●

井
島　
　

章

●

専
務
理
事

軽
米

良
臣

●

常
任
理
事

竹
田　
　

徹

嵩
原

信
之

●

須
合

康
二

●

重
松

公
明

●

染
谷

恒
治

大
倉　
　

優

理
事

軽
米

満
世

●

伊
藤

雅
隆

●

五
十
川
正
朝

豊
田

竜
介

●

黒
須

紀
男

石
渡

和
之

●

川
畑

征
洋

●

速
水

武
人

理
事

染
谷

光
寛

●

大
髙

幸
一

●

井
上

雅
仁

木
村

清
司

満
田　
　

勉

●

秋
葉

正
孝

川
邉

愼
一

飯
田

政
雄

●

八
本　
　

治

●

大
木

康
祐

尾
川

浩
仁

●

西
山

広
正

●

石
井

教
宇

●

監
事

岩
村
　
　
衛

嶋
田

武
彦

審
議
員

井
島
　
　
章

●

岡
　
　
　
靜

吉
田
　
　
修

●

山
田

常
基

竹
田
　
　
徹

髙
橋
　
　
仁

玉
井

令
二

弓
能
家
雅
宣

石
井

正
二

塩
崎

敏
朗

齊
藤

親
一

田
中

健
一

令
和
七
年
・
八
年
度
（
一
財
）
千
葉
県
剣
道
連
盟
役
員

●
は
新
任

令和 7・8 年度 （一財）千葉県剣道連盟役員

総務委員会
委
員
長

竹
田　
　

徹

副
委
員
長

小
澤

誠
一

委

員

塩
崎

敏
朗

山
口

経
司

田
中

健
一
●

普及委員会
委
員
長

重
松

公
明
●

副
委
員
長

齊
藤

親
一

委

員

里
見
加
寿
代

五
十
川
正
朝

南　
　

昌
和

女
子
部

軽
米

満
世
●

里
美
加
寿
代

千
葉
ま
り
子
●

久
松

博
美
●

永
原

聡
子
●

中
川
久
美
子
●

事業委員会
委
員
長

嵩
原

信
之
●

副
委
員
長

渡
邉
誠
一
郎

委

員

尾
川

浩
仁

鷲
見

象
平

弓
能
家
秀
則
●

藤
川　
　

賢
●

強化委員会
委
員
長

染
谷

恒
治

副
委
員
長

吉
野

尚
也

委

員

鈴
木　
　

剛

坂
本

卓
也
●

中
川
久
美
子
●

審査委員会
委
員
長

須
合

康
二

副
委
員
長

中
村　
　

充

委

員

白
石

哲
朗

永
原

聡
子

伊
藤

雅
隆

広報委員会
委
員
長

完
倉

正
師

副
委
員
長

時
友

聡
朗
●

委
員

古
屋

秀
基
●
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委
員
長
の
後
任
と
し
て
普
及
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
委
員
・
副
委
員
長
と
し
て
普
及
委
員

会
の
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
力
不
足
の
身
、
改
め
て
委
員
長
と
し
て
、

そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
回
、
普
及
委
員
会
に
「
女
子
部
」
が
附

置
さ
れ
ま
し
た
。
普
及
委
員
会
と
女
子
部
が

協
力
し
、
千
葉
県
の
剣
道
の
普
及
・
発
展
と

い
う
従
来
の
活
動
を
進
め
つ
つ
、
女
子
指
導

者
の
育
成
や
昨
今
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
剣
道
人
口
減
少
対
策
の
た
め
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
及
委
員
会
女
子
部

軽か
る
こ
め米

満み
つ

世よ

こ
の
度
、
普
及

委
員
会
の
中
に
女

子
部
を
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
千
葉
県

の
剣
道
の
普
及
を
目
的
と
し
、
特
に
女
子
剣

道
の
質
の
向
上
と
女
子
剣
道
指
導
者
の
育

成
、
お
よ
び
幼
少
年
の
剣
道
人
口
増
を
目
指

し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
業
委
員
会
委
員
長

嵩た
け
は
ら原

信の
ぶ
ゆ
き之

こ
の
度
、
前
任

の
弓
能
家
雅
宜
先

生
よ
り
、
事
業
委

員
会
委
員
長
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
嵩
原
信
之
と
申
し
ま
す
。

4
月
の
千
葉
県
演
武
大
会
、
11
月
の
地
区

連
盟
対
抗
剣
道
大
会
等
、
千
剣
連
の
主
催
す

る
行
事
に
つ
い
て
、
計
画
運
営
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
各
行
事
が
よ
り
充
実
し
た
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
5
名
の
委
員
の
方
々
と

共
に
責
務
に
あ
た
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

審
査
委
員
会
委
員
長

須す

合ご
う

康こ
う

二じ

こ
の
度
の
千
剣

連
役
員
改
選
に
伴

い
、
井
島
章
先
生

の
後
任
と
し
て
、
審
査
委
員
長
を
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り

ま
す
。

剣
道
は
、
技
の
鍛
錬
の
み
な
ら
ず
、
心
の

修
養
を
重
ん
じ
る
武
道
で
あ
り
、
そ
の
精
神

は
現
代
社
会
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
持

つ
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
副
委
員
長
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、

微
力
な
が
ら
委
員
長
と
し
て
、
審
査
の
公
正
・

厳
正
を
期
す
と
と
も
に
、
剣
道
の
精
神
を
尊

重
し
、
次
世
代
を
担
う
剣
士
の
育
成
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
「
勢
い
」
を
一
つ
の
契
機
と
受
け
止

め
、
今
後
は
会
長
を
先
頭
に
補
佐
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
員
皆
様
の
さ
ら
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
千
葉

県
剣
道
連
盟
の
発
展
に
精
一
杯
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長
・
専
務
理
事

軽か
る
こ
め米

良よ
し
お
み臣

こ
の
度
の
役
員

改
選
に
よ
り
副
会

長
兼
専
務
理
事
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
岩
井
新
会
長

を
補
佐
し
、
健
全
な
る
組
織
運
営
と
業
務
の

円
滑
な
る
遂
行
、
さ
ら
に
本
連
盟
の
活
性
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
が
千
葉
県
に
お
き
ま
し
て
も
少
子
高

齢
化
に
伴
い
、
少
年
剣
道
人
口
の
減
少
、
中

学
校
、
高
校
の
部
員
数
の
減
少
等
々
今
後
の

剣
道
界
に
お
け
る
様
々
な
問
題
が
山
積
す

る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
本
県
剣
道
連
盟
と

斯
道
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
努
力
精
進

す
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

普
及
委
員
会
委
員
長

重し
げ
ま
つ松

公き
み
あ
き明

こ
の
度
の
役
員

改
選
で
、
軽
米
前

諸
先
生
方
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、
委
員
会
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
度
月
例
稽
古
指
名
元
立
ち

■
4
・
5
・
10
・
11
月
指
定

秋
葉

正
考
（
成

田
）

関
川
忠
美
智

（
夷

隅
）

井
上

雅
仁
（

柏

）

吉
山　
　

修

（
長

狭
）

届
川

浩
仁
（
夷

隅
）

高
橋

達
夫

（
長

狭
）

里
見
加
寿
代
（
君
・
木
）

白
石

哲
朗

（
千
葉
市
）

有
賀　
　

享
（
佐

倉
）

髙
柳

浩
一

（
佐

倉
）

南　
　

昌
和
（
松

戸
）

三
浦

俊
哉
（
習
志
野
市
）

植
草

信
弘
（
長

生
）

小
林

昭
弘

（
市
川
市
）

■
6
・
7
・
12
・
1
月
指
定

豊
田

竜
介
（
千
葉
市
）

三
橋

勝
美
（
長

生
）

田
丸

和
弘
（
君
・
木
）

嵩
原

信
之
（
香

取
）

大
木

康
祐
（
山

武
）

大
橋

利
之
（
千
葉
市
）

大
村

宣
夫
（
成

田
）

石
橋　
　

等
（
佐

倉
）

時
田
史
比
古
（
市

原
）

飯
沼

浩
徳
（
千
葉
市
）

青
木

正
彦
（
市
川
市
）

永
原

聡
子
（
船

橋
）

完
倉

正
師
（
佐

倉
）

田
山

雄
平
（
市

原
）

■
8
・
9
・
2
・
3
月
指
定

藤
沼

文
郎
（
市
川
市
）

土
井　
　

靖
（
山

武
）

川
邊

慎
一
（
佐

倉
）

嶋
田

武
彦
（
長

生
）

小
林

尚
夫
（
成

田
）

國
藤

昌
彦
（
八
千
代
）

原
田　
　

総
（
佐

倉
）

桑
畑
太
重
郎
（
千
葉
市
）

小
林　
　

浩
（
香

取
）

田
中

富
雄
（
長

生
）

野
村

秋
弘
（
長

狭
）

吉
野

尚
也
（
夷

隅
）

松
谷

英
信
（
船

橋
）

久
松

博
美
（
船

橋
）

綾
部　
　

健
（
君
・
木
）
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剣

第
75
回
日
光
剣
道
大
会
が
8
月
18
日
（
月
）

日
光
東
照
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
は

一
昨
年
度
、
昨
年
度
と
優
勝
を
遂
げ
、
本
大

会
に
お
い
て
は
3
連
覇
の
か
か
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

2
回
戦
よ
り
出
場
し
た
本
県
は
初
戦
か
ら

か
な
り
厳
し
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
先
鋒

筒
井
選
手
（
国
際
武
道
大
教
）
は
引
き
分
け
。

次
鋒
佐
々
木
選
手
（
順
天
堂
大
学
教
）
は
本

来
の
力
が
出
せ
ず
2
本
取
ら
れ
敗
退
。
中
堅

兵
藤
選
手
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

第
75
回

日
光
剣
道
大
会

第
47
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会（
剣
道
）

ズ
）
が
鮮
や
か
に
2
本
勝
ち
。
副
将
熊
谷
選

手
（
千
葉
県
警
察
）
は
互
い
に
決
め
手
が
な

く
引
き
分
け
。大
将
小
谷
選
手（
千
葉
県
警
察
）

も
決
め
き
れ
ず
引
き
分
け
と
な
り
代
表
選
と

な
り
ま
し
た
。
代
表
戦
は
く
じ
引
き
に
よ
り

副
将
同
士
の
試
合
と
な
り
、
長
い
延
長
戦
の

末
、
熊
谷
選
手
が
見
事
な
面
を
決
め
勝
利
し

ま
し
た
。

苦
戦
を
乗
り
切
っ
た
準
決
勝
戦
で
は
埼
玉

県
に
4
対
1
で
圧
勝
。
決
勝
戦
は
東
京
都
を

本
数
差
で
破
っ
た
勢
い
の
あ
る
茨
城
県
と
対

戦
。
本
県
選
手
は
そ
れ
に
勝
る
気
勢
で
臨
み
、

2
対
1
で
勝
利
、
見
事
三
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
ど
の
県
も
有
名
か
つ
有
力
な
選
手
が

参
加
す
る
大
会
で
あ
り
、
ま
た
、
三
連
覇
が

か
か
る
と
て
つ
も
な
い
緊
張
感
の
中
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
選
手
一
人
一
人
の
実
力
が
合
致

し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
偉
業
に
結
び
つ
い
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
さ
ら
に
4
連
覇
が
か
か
る
大
会

と
な
り
、
一
層
の
強
化
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

今
後
と
も
本
県
選
手
強
化
事
業
に
、
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

本
大
会
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

監
督

伊
藤

雅
隆

記

6
月
2
日
（
月
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
47
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会
、

剣
道
男
子
団
体
戦
の
部
に
お
い
て
、
優
勝
し

念
願
の
優
勝
旗
を
手
に
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
女
子
団
体
戦
の
部
で
は
二
位
と
、

好
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
を
御

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当
会
は
、
千
葉
県
剣
道
連
盟
の
傘
下
に
入

れ
て
頂
き
、
お
陰
様
で
、
安
定
的
に
千
葉
県

武
道
館
で
毎
月
の
稽
古
会
実
施
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
毎
年
定
期

的
に
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
大
会
及
び
全
日
本

高
齢
者
武
道
大
会
の
千
葉
県
代
表
チ
ー
ム
選

考
会
を
、
県
内
全
域
の
選
手
を
対
象
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
成
績
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今

後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
2
日
（
木
）
千
葉
県
武
道
館

第
二
道
場
に
て
、
千
葉
県
高
齢
者
剣
道
祭
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非
お
こ
し
い
た
だ
き
、

ご
高
覧
頂
き
た
く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

千
葉
県
高
齢
剣
友
会

小
川

宏
明

記

令
和
7
年
�
月
��
日
（
金
）・
日
光
東
照
宮
武
徳
殿

優
勝
！！

団
体
戦
（
男
子
）

優
勝
！！

団
体
戦
（
女
子
）

二
位
！！

剣剣剣剣剣剣剣

！！
あ
っ
ぱ
れ
！

3
連
覇

�
月
�
日
（
月
）

日
本
武
道
館
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第
73
回
千
葉
県
剣
道
選
手
権
大
会

8
月
3
日
（
日
）・
県
武
道
館

結

果
優

勝

鈴
木

龍
哉
（
千
葉
市
）

準
優
勝

染
谷

恒
貴
（
千
葉
市
）

三

位

佐
々
木
陽
一
朗
（
成

田
）

　
　
　
　

宇
田
川
雄
生
（
千
葉
市
）

参
加
者
112
名

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
二
部（
国
ス
ポ
選
考
会
）

5
月
20
日（
土
）・
県
武
道
館

成
年
男
子

先
鋒

森　
　

凰
介
（
千
葉
市
）

次
鋒

染
谷

恒
貴
（
千
葉
市
）

中
堅

小
谷

明
徳
（
館

山
）

副
将

石
井

洋
幸
（
長

生
）

大
将

染
谷

恒
治
（
柏

市
）

成
年
女
子

先
鋒

鬼
塚

彩
乃
（
君
・
木
）

中
堅

小
川

汐
莉
（
君
・
木
）

大
将

髙
野

世
枝
（
千
葉
市
）

参
加
者

男
子
125
名
・
女
子
51
名

第
54
回
千
葉
県
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

7
月
5
日
（
土
）・
県
武
道
館

結

果
優

勝

境　
　

桃
花
（
夷

隅
）

準
優
勝

鬼
塚

彩
乃
（
君
・
木
）

第
三
位

玉
井　
　

凪
（
浦
安
市
）

　
　
　
　

土
井

清
佳
（
君
・
木
）

参
加
者
85
名

千 剣 連
YouTube

千 剣 連
YouTube

都
道
府
県
対
抗
剣
道
大
会
選
手
選
考
会

2
月
9
日（
日
）・
県
武
道
館

成
年
男
子

次
鋒

山
野

慎
治
（
市
川
市
）

五
将

本
間　
　

渉
（
千
葉
市
）

中
堅

白
鳥

湧
也
（
浦
安
市
）

三
将

岡
光
健
太
郎
（
船
橋
市
）

副
将

鈴
木

悠
平
（
安

房
）

大
将

鈴
木　
　

剛
（
館

山
）

成
年
女
子

次
鋒

鈴
木

瞳
美
（
千
葉
市
）

五
将

境　
　

桃
花
（
夷

隅
）

中
堅

鬼
塚

彩
乃
（
千
葉
市
）

三
将

武
藤

舞
子
（
長

狭
）

副
将

鈴
木

善
美
（
君
・
木
）

大
将

田
丸
麻
弥
子
（
千
葉
市
）

参
加
者

男
子
32
名
・
女
子
33
名

第
61
回
千
葉
県
剣
道
演
武
大
会

4
月
20
日
（
日
）・
県
武
道
館

参
加
者
剣

道

235
名
・
居
合
道

23
名

立
身
流

2
名
・
杖

道

10
名

各
種
大
会
報
告

令
和
５
年
�
月
��
日
（
金
）・
日
光
東
照
宮
武
徳
殿

令
和
５
年
�
月
��
日
（
金
）・
日
光
東
照
宮
武
徳
殿

講
習
会
等
報
告

幼
少
年
指
導
者
講
習
会

2
月
8
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
関
川

忠
誠

受
講
者
40
名

称
号
認
定
会2

月
24
日
（
月
・
祝
）・
県
武
道
館

受
審
者
剣
道
錬
士
・
22
名

剣
道
教
士
・
18
名

居
合
錬
士
・
4
名

杖
道
教
士
・
1
名

東
日
本
中
央
講
習
会
伝
達
講
習
会

4
月
12
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
重
松

公
明　
　

近
藤

正
利

受
講
者
67
名

六
段
講
習
会

4
月
19
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
大
目

智
志

参
加
者
68
名

七
段
講
習
会

7
月
6
日
（
日
）・
県
武
道
館

講

師
岩
井

啓
能　
　

柿
原

直
人

軽
米

良
臣　
　

関
川

忠
誠

参
加
者
113
名

四
・
五
段
受
審
者
講
習
会

8
月
10
日
（
日
）・
県
武
道
館

講

師
染
谷

恒
治　
　

手
塚

英
樹

受
講
者
105
名
（
三
段
59
名
・
四
段
46
名
）

称
号
認
定
会

8
月
10
日
（
日
）・
県
武
道
館

受
審
者
剣
道
錬
士
・
21
名

剣
道
教
士
・
39
名

居
合
錬
士
・
1
名

居
合
教
士
・
1
名

杖
道
教
士
・
1
名

国スポ代表選手

第 54 回千葉県女子剣道選手権大会 入賞者第 73 回 千葉県剣道選手権大会 入賞者
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剣
道
功
労
賞
（
団
体
）
表
彰

朝
日
ヶ
丘
剣
友
会

（
千
葉
市
）

鬼
高
剣
友
会

（
市
川
市
）

成
田
剣
友
会

（
成

田
）

柏
市
剣
道
連
盟
松
葉
剣
友
会

（
柏

市
）

川
上
剣
友
会

（
佐

倉
）

剣
道
功
労
賞
（
個
人
）
表
彰

香
川

卓
士
（
千
葉
市
）

渋
谷　
　

宏

（
船
橋
市
）

伏
見

利
昭
（
市
川
市
）

千
葉
ま
り
子

（
松
戸
市
）

櫻
庭

秀
和
（
野
田
市
）

小
林

尚
夫

（
成

田
）

木
内
嘉
智
雄
（
香

取
）

靏
岡

悦
治

（
銚

子
）

田
畑

幸
活
（
山

武
）

嶋
田

武
彦

（
長

生
）

君
塚　
　

隆
（
夷

隅
）

白
武

晴
己

（
君
・
木
）

南
雲

嘉
弘
（
流
山
市
）

入
佐

国
彦

（
佐

倉
）

與
島　
　

宏
（
居
合
道
）

感
謝
状
（
団
体
）
表
彰

旭

山
田
屋

（
銚

子
）

廣
池
学
園
少
年
剣
道
部

（
柏

市
）

感
謝
状
（
個
人
）
表
彰

宮
本

信
博
（
船
橋
市
）

萩
野

昭
齋

（
市
川
市
）

児
玉

忠
則
（
野
田
市
）

戸
井
田
節
子

（
佐

倉
）

少
年
剣
道
指
導
者
感
謝
状
表
彰

常
住

勝
次
（
千
葉
市
）

堀
内

則
明（
習
志
野
市
）

真
塩

浩
之
（
船
橋
市
）

青
木

誠
司（
松
戸
市
）

河
田

孝
司
（
成

田
）

木
村

秀
美（
香

取
）

海
老
根
良
啓
（
夷

隅
）

宮
本　
　

洋（
長

狭
）

永
野　
　

治
（
市
原
市
）

中
村

義
一（
流
山
市
）

令
和
六
年
度

千
葉
県
剣
道
連
盟
表
彰

（
趣
旨
）

一
般
財
団
法
人
千
葉
県
剣
道
連
盟
（
以
下

「
千
剣
連
」
と
い
う
。）
は
、
公
益
財
団
法
人

全
日
本
剣
道
連
盟
の
加
盟
団
体
と
し
て
、
日

本
の
伝
統
文
化
に
培
わ
れ
た
剣
道
、
居
合
道

及
び
杖
道
（
以
下
「
剣
道
等
」
と
い
う
。）
の

普
及
振
興
、「
剣
の
理
法
の
修
錬
に
よ
る
人

間
形
成
の
道
で
あ
る
」
と
の
剣
道
理
念
の
実

践
等
を
図
り
、
も
っ
て
心
身
の
健
全
な
発
達
、

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
、
人
材
育
成
並
び
に

地
域
社
会
の
健
全
な
発
達
及
び
国
際
相
互
理

解
の
促
進
に
寄
与
す
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
所
属
す
る
評
議
員
、
理
事
・

監
事
、
顧
問
・
相
談
役
、
参
与
、
審
議
員
、

名
誉
会
長
、
専
門
委
員
及
び
職
員
（
以
下
「
役

職
員
等
」
と
い
う
。）
は
も
と
よ
り
、
千
剣
連

登
録
会
員
等
に
お
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
な

使
命
や
意
義
を
自
覚
し
、
剣
道
修
錬
の
心
構

え
で
あ
る
、
旺
盛
な
る
気
力
を
養
い
、
礼
節

を
と
う
と
び
、
信
義
を
重
ん
じ
誠
を
尽
く
し

て
、
常
に
自
己
の
修
養
に
努
め
て
、
剣
道
理

念
の
実
践
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
学
校
に
お
い
て
、
反
倫
理
的
行
為
（
指
導

者
の
競
技
選
手
に
対
す
る
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等
の
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
及

び
薬
物
乱
用
等
）
あ
る
い
は
補
助
金
な
ど
の

不
適
切
な
処
理
又
は
横
領
な
ど
、
訴
訟
に
も

及
ぶ
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に

憂
え
る
べ
き
事
態
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
組
織
に
お
い
て
も
十
分
な
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
も
十
分
に
考
慮
し
、

千
剣
連
及
び
加
盟
団
体
に
お
い
て
は
、
常
に

公
明
正
大
で
か
つ
健
全
化
を
目
指
し
た
組
織

体
制
の
整
備
と
健
全
な
組
織
運
営
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
倫

理
に
関
す
る
諸
事
項
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

千
剣
連
及
び
加
盟
団
体
に
お
い
て
は
、
役

職
員
等
及
び
千
剣
連
登
録
会
員
等
を
対
象
と

し
て
、
倫
理
や
社
会
規
範
に
関
す
る
意
識

の
啓
発
と
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
各
事
項
を
踏
ま
え
、
早
期
に
必
要
な
規

程
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅰ
反
倫
理
的
行
為
に
起
因
す
る
事
項

1
身
体
的
・
精
神
的
暴
力
（
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

行
為
等
に
つ
い
て

役
職
員
等
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
等
現
場
指

導
者
並
び
に
千
剣
連
登
録
会
員
等
に
対
し
て

は
、
講
習
会
・
研
修
会
を
通
じ
、
自
己
の
役

割
や
責
任
等
を
指
導
徹
底
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

⑴
組
織
の
運
営
又
は
剣
道
等
を
指
導
す
る
際

に
意
見
の
相
違
な
ど
が
生
じ
た
場
合
は
、

互
い
に
話
し
合
い
、
相
手
の
人
格
を
尊
重

し
て
相
互
理
解
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
監

督
・
コ
ー
チ
等
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
者

は
、
競
技
者
等
へ
の
指
導
の
際
、
暴
力
、

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
と
受
け
取

ら
れ
る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

⑵
剣
道
等
を
行
う
際
又
は
指
導
す
る
際
に
問

題
解
決
の
手
段
と
し
て
、
暴
力
、
パ
ワ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
（
直
接
的
暴
力
、
暴

言
、
脅
迫
、
威
圧
等
）
を
行
う
こ
と
は
、

厳
に
禁
じ
る
。

2
身
体
的
及
び
精
神
的
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

役
職
員
等
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
等
現
場
指

導
者
並
び
に
千
剣
連
登
録
会
員
等
に
対
し
て

は
、
広
報
・
情
報
資
料
を
通
じ
て
具
体
的
な

教
育
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
講
習
会
・

研
修
会
等
に
お
い
て
も
周
知
徹
底
を
図
っ
て

い
く
こ
と
。

⑴
現
場
指
導
者
等
が
、
そ
の
地
位
や
人
間
関
係

の
優
位
性
を
背
景
と
し
て
、
競
技
者
等
に
対

し
て
そ
の
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動

等
に
よ
り
精
神
的
、
身
体
的
に
苦
痛
を
与
え

る
行
為
を
行
う
こ
と
は
厳
に
禁
じ
る
。

⑵
安
易
に
性
的
・
性
差
別
的
言
動
や
表
現
及

び
相
手
が
不
快
に
感
じ
る
よ
う
な
言
動
、

一
般
財
団
法
人
千
葉
県
剣
道
連
盟
及
び
加

盟
団
体
に
お
け
る
倫
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

剣
道
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
へ
の
取
り
組
み

全
日
本
剣
道
連
盟
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
決

し
て
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
千
葉
県
剣
道
連
盟
で
も
令

和
7
年
4
月
1
日
に
、『
一
般
財
団
法
人
千

葉
県
剣
道
連
盟
及
び
加
盟
団
体
に
お
け
る
倫

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』、『
一
般
財
団

法
人
千
葉
県
剣
道
連
盟
倫
理
規
程
』、『
一

般
財
団
法
人
千
葉
県
剣
道
連
盟
倫
理
委
員

会
規
程
』
を
制
定
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ご
熟
読
い
た
だ
き
、
剣

道
界
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

全
て
の
規
定
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
「
倫

理
・
規
則
」
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

千 剣 連
ホームページ
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表
現
、
行
為
な
ど
を
行
う
こ
と
は
、
厳
に

慎
む
こ
と
。

⑶
親
し
み
の
言
動
、
表
現
で
あ
っ
て
も
、
個

人
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
に
違
い
が
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。

⑷
本
人
に
悪
意
が
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
言

動
に
よ
っ
て
相
手
が
不
快
に
感
じ
た
場
合

は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な

り
得
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。

⑸
性
的
言
動
、
表
現
を
受
け
て
不
快
に
感
じ

た
場
合
は
、
無
視
せ
ず
に
相
手
に
対
し
毅

然
と
し
て
「
不
快
で
あ
る
」
旨
を
、
は
っ

き
り
と
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
。

（
注
意
…
無
視
し
た
場
合
は
、「
受
け
入
れ
て
い
る
」

と
相
手
に
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。）

3
差
別
に
つ
い
て

役
職
員
等
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
等
現
場
指

導
者
並
び
に
千
剣
連
登
録
会
員
等
は
、
人
種
・

民
族
、
性
別
、
年
齢
等
に
よ
る
不
当
な
差
別

的
取
り
扱
い
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

4
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
及
び
薬
物
乱
用
防

止
に
つ
い
て

監
督
・
コ
ー
チ
等
指
導
的
立
場
に
あ
る
者

は
も
と
よ
り
、
千
剣
連
登
録
会
員
等
に
対
し

て
、徹
底
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。

⑴
競
技
能
力
を
高
め
る
た
め
に
ド
ー
ピ
ン
グ

を
行
う
こ
と
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神

に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
競
技
者
の
健

康
を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
行
わ

な
い
こ
と
。

⑵
本
人
に
ド
ー
ピ
ン
グ
を
行
っ
た
意
識
が
な

く
て
も
、
摂
取
し
た
薬
品
等
に
よ
っ
て
は
、

ド
ー
ピ
ン
グ
の
禁
止
薬
物
等
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
競
技
者
及
び
指

導
者
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
に
関
す
る
知
識
を

十
分
に
深
め
る
こ
と
。
選
手
等
は
ド
ー
ピ

ン
グ
に
つ
い
て
、
全
剣
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
「
選
手
の
た
め
の
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
8
箇
条
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑶
麻
薬
や
覚
醒
剤
等
薬
物
の
使
用
は
、
反
社

会
的
な
行
為
の
み
な
ら
ず
、
使
用
し
た
人

間
の
人
格
を
も
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
か
な
る
目
的
で
あ
っ
て
も
絶
対
に
使
用

し
な
い
こ
と
。

⑷
大
麻
等
薬
物
の
使
用
は
違
法
で
あ
り
、
い

か
な
る
目
的
で
あ
っ
て
も
絶
対
に
使
用
し

な
い
こ
と
。

5
役
職
員
等
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
・
審
判
員

等
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
並
び
に
競
技

者
等
の
関
係
の
在
り
方
に
つ
い
て

相
手
の
立
場
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
自
覚
し
て
責
任

あ
る
行
動
に
努
め
る
こ
と
。

⑴
役
職
員
等
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
・
審
判
員

等
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
並
び
に
競
技

者
等
は
、
上
司
と
部
下
、
先
輩
と
後
輩
な

ど
の
上
下
関
係
を
利
用
し
、
立
場
の
弱
い

者
に
対
し
て
、
人
道
的
に
反
す
る
行
動
や

強
要
を
し
な
い
こ
と
。

⑵
役
職
員
等
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
・
審
判
員

等
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
は
、
そ
の
立

場
、
役
割
、
権
限
等
の
範
囲
を
超
え
た
精

神
的
・
身
体
的
暴
力
行
為
等
を
大
会
・
行

事
な
ど
に
携
わ
る
関
係
者
及
び
競
技
者
等

に
与
え
な
い
こ
と
。

⑶
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
個
人
的
人
権
）
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
役
職
員
等
・
監
督
・
コ
ー

チ
・
審
判
員
等
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
及

び
競
技
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
配
慮
す

る
こ
と
。

6
称
号
認
定
員
・
段
級
位
審
査
員
と
受
審
者

の
関
係
に
つ
い
て

称
号
認
定
員
・
段
級
位
審
査
員
は
、
誇
り

と
使
命
感
を
持
っ
て
、
厳
正
、
公
正
、
適
切

に
、
か
つ
審
査
規
則
等
を
遵
守
し
て
誠
実
に

認
定
・
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴
認
定
・
審
査
に
関
し
て
の
金
品
の
授
受
は

絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。

⑵
認
定
・
審
査
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
も
疑
念

が
持
た
れ
な
い
よ
う
、
そ
の
言
動
は
厳
に

慎
む
こ
と
。

Ⅱ
不
適
切
な
経
理
処
理
に
起
因
す
る
事
項

1
経
理
処
理
に
つ
い
て

千
剣
連
及
び
加
盟
団
体
は
、
公
的
な
組
織

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
各
団
体
の
経
理
規

程
に
則
り
正
し
い
経
理
を
行
う
と
と
も
に
、

内
部
牽
制
組
織
及
び
監
事
等
に
よ
る
監
査
体

制
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
。

⑴
補
助
金
な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

補
助
先
・
助
成
先
の
そ
の
補
助
・
助
成
の

目
的
及
び
経
理
要
項
等
を
遵
守
の
上
、
適

正
な
経
理
処
理
を
行
い
、
決
し
て
他
の
目

的
に
流
用
な
ど
し
な
い
こ
と
。

⑵
経
理
処
理
に
つ
い
て
は
、
不
法
又
は
不

正
行
為
・
不
祥
事
等
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
内
部
牽
制
を
組
織
化
し
、
少
数
の
担

当
役
・
職
員
に
任
せ
き
り
に
し
な
い
こ
と
。

同
時
に
、
組
織
内
部
に
お
け
る
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
及
び
監
事
に
よ
る
監
査
を
受
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑶
業
者
等
と
の
契
約
の
際
に
は
、
利
益
相
反

に
な
る
こ
と
を
避
け
る
と
と
も
に
、
契
約

書
に
暴
力
団
排
除
条
項
を
記
載
し
、
暴
力

団
等
反
社
会
的
勢
力
で
な
い
こ
と
を
表

明
・
確
約
さ
せ
る
。

2
不
正
行
為
に
つ
い
て

千
剣
連
及
び
加
盟
団
体
は
、
次
に
示
す
よ

う
な
行
為
は
、
厳
に
禁
じ
る
。

⑴
組
織
内
・
外
の
金
銭
の
横
領
な
ど

⑵
不
適
切
な
報
酬
、
手
当
、
手
数
料
、
接
待
・

供
応
等
の
直
接
又
は
間
接
的
な
強
要
、
受

領
若
し
く
は
提
供

⑶
組
織
内
・
外
に
お
け
る
施
設
、
用
器
具
等

の
購
入
な
ど
に
関
わ
る
贈
収
賄
行
為

⑷
組
織
内
・
外
に
お
け
る
不
適
切
な
指
導
又

は
監
査

Ⅲ
各
種
大
会
に
お
け
る
代
表
競
技
選
手
・

役
員
の
選
考
な
ど
に
関
す
る
事
項

千
剣
連
及
び
加
盟
団
体
は
、
各
種
大
会
の

代
表
競
技
選
手
な
ど
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、

選
考
基
準
を
明
確
に
定
め
、
選
考
結
果
に
疑

惑
を
抱
か
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
公
平
か

つ
透
明
性
あ
る
選
考
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
選
考
結
果
に
対
し
て
質
問
や
抗
議

等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
相
手
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
明

快
な
説
明
に
努
め
る
な
ど
、
適
切
に
処
理
す

る
も
の
と
す
る
。

Ⅳ
安
全
・
事
故
防
止
及
び
一
般
社
会
人
と

し
て
の
社
会
規
範
に
関
す
る
事
項

1
安
全
・
事
故
防
止

指
導
的
立
場
に
あ
る
者
並
び
に
選
手
等
は
、

剣
道
の
実
践
に
お
い
て
、
常
に
安
全
へ
の
配

慮
、
事
故
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
一
般
社
会
人
と
し
て
の
社
会
規
範

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
す
対
象
者
は
、
特

に
、
大
会
等
剣
道
活
動
に
関
わ
る
時
以
外
の

日
常
生
活
に
お
い
て
も
社
会
規
範
と
し
て
の

習
慣
、
道
徳
、
法
律
を
強
く
意
識
・
励
行
し
、

社
会
秩
序
の
維
持
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
千
剣
連
及
び
加
盟
団
体
は
、
暴
力

団
等
反
社
会
的
勢
力
と
の
交
際
な
ど
反
社
会

的
行
為
を
、
厳
に
禁
じ
る
も
の
と
す
る
。以

上
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冨
永

悠
太
（
松
戸
市
）

西
浦

廣
明

（
松
戸
市
）

遠
藤

篤
志
（
成

田
）

上
田

泰
久

（
成

田
）

伊
藤　
　

保
（
成

田
）

清
水

富
三

（
成

田
）

熱
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学
（
匝

瑳
）

土
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直

（
山

武
）

長
谷
川
雅
展
（
長

生
）

小
泉

力
也

（
君
・
木
）

八
木

和
久
（
柏

市
）

上
野　
　

純

（
流
山
市
）

鈴
木

茂
徳
（
流
山
市
）

賴
本

弘
慈
（
鎌
ヶ
谷
市
）

藤
﨑

英
樹
（
佐

倉
）

内
海

八
博

（
佐

倉
）

剣
道
六
段

（
宮
城
8
月
31
日
）

杉
山

彰
孝
（
千
葉
市
）

岩
瀬

晃
治

（
千
葉
市
）

佐
々
木
浩
志
（
千
葉
市
）

神
宮
千
恵
子

（
千
葉
市
）

村
野

光
孝
（
千
葉
市
）

今
泉

陽
平

（
船
橋
市
）

篠
原　
　

保
（
船
橋
市
）

阿
部
富
貴
江

（
船
橋
市
）

岡
本

裕
子
（
市
川
市
）

小
髙

敏
男

（
松
戸
市
）

小
林

進
一
（
松
戸
市
）

武
井

直
之

（
成

田
）

花
島

弘
樹
（
成

田
）

保
立

正
和

（
成

田
）

古
川

利
正
（
成

田
）

石
橋

勝
美

（
香

取
）

佐
藤

正
行
（
香

取
）

椎
名

光
男

（
匝

瑳
）

梅
澤　
　

昇
（
長

生
）

森
川

博
之

（
君
・
木
）

長
谷
川
直
樹
（
八
千
代
市
）

松
山
可
生
里

（
佐

倉
）

杉
山

鋭
吾
（
市
川
市
）

入
江

伸
明

（
野
田
市
）

竹
之
内
梅
子
（
銚

子
）

布
施

洋
子

（
銚

子
）

西
山

典
子
（
銚

子
）

内
田

孝
夫

（
銚

子
）

髙
槗

伸
治
（

旭

）

浅
野

薫
子

（
山

武
）

市
原

将
進
（
長

生
）

岩
崎　
　

聖

（
夷

隅
）

岩
田

圭
一
（
夷

隅
）

御
所
脇
篤
人

（
市
原
市
）

西
銘

昭
久
（
市
原
市
）

清
田

雄
介
（
鎌
ヶ
谷
市
）

八
木

智
之
（
八
千
代
市
）

岩
瀬

裕
一
（
八
千
代
市
）

石
田

征
男
（
佐

倉
）

剣
道
七
段

（
愛
知
5
月
10
日
）

野
村

宣
文
（
千
葉
市
）

沼
田

幸
徳

（
山

武
）

佐
瀬　
　

勝
（
市
原
市
）

原
地

秀
男

（
市
原
市
）

松
宮

文
恵
（
柏

市
）

坪
谷

幸
則
（
鎌
ヶ
谷
市
）

片
岡

和
代
（
八
千
代
市
）

剣
道
六
段

（
愛
知
5
月
11
日
）

新
藤

雅
之
（
千
葉
市
）

髙
地

優
二

（

旭

）

永
島

武
幸
（
市
原
市
）

伊
介

正
寿

（
館

山
）

瀧
田

裕
和
（
我
孫
子
市
）

守
田

和
正
（
八
千
代
市
）

行
方
孝
一
郎
（
佐

倉
）

居
合
道
六
段

（
茨
城
6
月
27
日
）

山
本

重
良
（
市

原
）

居
合
道
七
段

（
茨
城
6
月
27
日
）

矢
萩

慶
太
（
浦

安
）

中
屋
ひ
と
み

（
市

川
）

多
田　
　

守
（
流

山
）

大
津

隆
昭

（
浦

安
）

卜
部

和
夫
（
千

葉
）

剣
道
四
段

（
県
武
道
館
8
月
16
日
）

津
茂
谷
悠
善
（
千
葉
市
）

山
本

瑞
貴

（
千
葉
市
）

木
村　
　

空
（
千
葉
市
）

石
丸

健
太

（
千
葉
市
）

薩
摩

海
渡
（
千
葉
市
）

白
石　
　

拳

（
千
葉
市
）

阿
部

薫
浩
（
千
葉
市
）

神
山

義
隆

（
千
葉
市
）

西
村　
　

悟
（
千
葉
市
）

菅
原

敬
太

（
千
葉
市
）

岸
本
美
智
子
（
千
葉
市
）

青
木

海
翔
（
習
志
野
市
）

浮
ケ
谷
俊
博
（
習
志
野
市
）

宇
井
健
太
郎
（
習
志
野
市
）

酒
井

八
斗
（
船
橋
市
）

森　
　

優
晴

（
船
橋
市
）

坂
本

勝
也
（
船
橋
市
）

松
野

光
弘

（
船
橋
市
）

塚
本

圭
真
（
船
橋
市
）

稲
葉

勝
美

（
船
橋
市
）

柴
田

航
大
（
市
川
市
）

國
方

彩
乃

（
市
川
市
）

田
中

尚
樹
（
市
川
市
）

竹
田

直
弘

（
市
川
市
）

剣
道
六
段

（
京
都
4
月
29
日
）

伊
藤

正
子
（
船
橋
市
）

鈴
木

達
之

（
市
川
市
）

剣
道
七
段

（
京
都
4
月
30
日
）

松
﨑

﨑
一
（
千
葉
市
）

鵜
澤　
　

誠
（
習
志
野
市
）

小
木　
　

泰
（
市
川
市
）

北
川

有
明
（
鎌
ヶ
谷
市
）

小
司

恭
史
（
浦
安
市
）

寺
崎

修
一

（
浦
安
市
）

居
合
道
錬
士

（
京
都
5
月
3
日
）

土
田

翔
太
（
千

葉
）

藤
田
多
麻
江

（
市

川
）

榎
本

良
昭
（
千

葉
）

久
保
田
和
子

（
修
道
会
）

杖
道
教
士

（
京
都
5
月
3
日
）

笠
原

将
司
（
杖

道
）

剣
道
教
士

（
東
京
5
月
6
日
）

野
澤

秀
寿
（
千
葉
市
）

髙
橋　
　

光
（
習
志
野
市
）

小
泉

俊
雄
（
習
志
野
市
）

加
藤

大
和

（
船
橋
市
）

緒
方

康
弘
（
船
橋
市
）

末
吉
孝
一
郎

（
松
戸
市
）

永
田
貴
美
江
（
成

田
）

鎌
形

正
志

（
匝

瑳
）

髙
橋

直
毅
（
山

武
）

小
関　
　

歩

（
長

生
）

松
本

佳
昭
（
長

生
）

日
置

敏
之

（
夷

隅
）

石
井

孝
彦
（
君
・
木
）

磯
辺

信
幸

（
君
・
木
）

伊
丹

健
二
（
長

狭
）

小
谷

明
德

（
館

山
）

藤
尾

竜
生
（
柏

市
）

柳　
　
　

進

（
柏

市
）

剣
道
錬
士

（
東
京
5
月
6
日
）

柴
﨑　
　

明
（
千
葉
市
）

金
指

昌
宏
（
習
志
野
市
）

阿
部

淳
一
（
習
志
野
市
）

藤
井

義
和

（
船
橋
市
）

神
田

登
康
（
船
橋
市
）

石
井

義
人

（
市
川
市
）

編
集
後
記

◎
令
和
7
・
8
年
度
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
剣
道
連
盟
発
展
の
た
め
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
各
種
大
会
で
の
好
成
績
、
勢
い
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
千
葉
県
剣
道
連
盟
の
更
な
る
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

完
倉
正
師
・
時
友
聡
朗
・
古
屋
秀
基

千剣連の情報配信中！
連盟事業に関するお知ら
せは連盟ホームページに
掲載いたします。
また、YouTubeで試合の
様子などを不定期ですが
配信しております。合わせ
てご覧ください。

三
澤

徳
彦
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市
川
市
）

根
井

茂
美

（
市
川
市
）

高
橋

孝
成
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松
戸
市
）

鈴
木　
　

忍

（
松
戸
市
）

川
上

遼
馬
（
成

田
）

宮　
　

秀
章

（
香

取
）

木
村

吉
明
（
香

取
）

稲
葉　
　

翼
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山

武
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崎
尾
野
乃
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山

武
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祐
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武
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藤
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橋

緒
戸

（
館

山
）

坂
野
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澤
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柊
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鎌
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鎌
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恵
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弥
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（
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倉
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野
寺
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偉

（
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市
）

松
崎

由
翔
（
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安
市
）
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也

（
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市
）

剣
道
五
段

（
県
武
道
館
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16
日
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石
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太
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市
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唐
澤

一
樹

（
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）
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和
秀
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史
武
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志
野
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祐
樹
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橋
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井

清
高

（
船
橋
市
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井
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隆
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船
橋
市
）
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俊
博

（
船
橋
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井

章
雄
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市
川
市
）

若
林
美
佐
緒

（
市
川
市
）

肥
田

洋
介
（
松
戸
市
）

浅
野

恭
子

（
松
戸
市
）

新
井
孝
一
郎
（
野
田
市
）

菊
地

侑
弘

（
銚

子
）

家
守

瑞
基
（
長

生
）

渡
辺

剣
成

（
夷

隅
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嶋
田

莉
子
（
君
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木
）

中
山

義
久

（
君
・
木
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白
石
賢
太
郎
（
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市
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窪
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文
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菅
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崇
（
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市
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宮
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輔
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）
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祐
輝
（
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市
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（
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市
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藤
咲

善
信
（
柏

市
）

衣
川

恭
平

（
流
山
市
）

小
原
絵
美
香
（
流
山
市
）

野
木

岳
男

（
流
山
市
）

髙
橋
み
つ
子
（
流
山
市
）

吉
田

裕
志

（
流
山
市
）

横
山

凌
太
（
鎌
ヶ
谷
市
）

清
宮

拓
巳

（
佐

倉
）

比
連
﨑
允
彦
（
佐

倉
）

佐
久
間
康
史

（
佐

倉
）

石
井

幸
子
（
佐

倉
）

剣
道
六
段

（
福
岡
8
月
3
日
）

豊
永
慎
太
朗
（
千
葉
市
）

芝　
　

保
成

（
船
橋
市
）

山
﨑　
　

一
（
市
川
市
）

剣
道
七
段

（
宮
城
8
月
30
日
）

森　
　
　

誠
（
千
葉
市
）

石
井　
　

忠

（
船
橋
市
）

柴
田

征
彦
（
船
橋
市
）

本
木

秀
則

（
市
川
市
）

千 剣 連
YouTube

千 剣 連
ホームページ

審
査
会
報
告
【
合
格
者
名
簿
】

剣
道
八
段
合
格
者

愛
知
２
日
目
8
月
10
日

小
林

昭
弘
（
市
川
市
・
教
員
）

青
木

正
彦
（
市
川
市
・
消
防
）

木
下

潤
一
（
君
・
木
・
会
社
員
）




